
保育園自己評価表 ２０２２年度 園名　　 まぁむベイビィズ　相模大野

保育目標の達成 職員間の連携 地域とのコミュニケーション

この評価のつけ方：

【目標】

１.相手を思いやることができる優しい心を持った子
２.自分で決めて自分でおこなえる子

【達成度　A】

異年齢混合保育の中で、みんなが仲良く、２歳児も0
歳や１歳のお手伝いをするなど暖かい雰囲気の中で
１年間を過ごす事が出来た。友達同士のやり取りの
中で保育者の仲介で相手の気持ちを知り、、保育者
と一緒に小さな子に優しくする気持ちを育む事が出
来た。

園内の環境を工夫し、身支度などよりやりやすくする
ためにはどうしたらよいかを考え、挑戦しながら保育
を行った。ロッカーやカゴを使い、自分で身の回りの
事に取り組み、できる事を増やしていくことで自主的
に行動する姿につなぐことが出来た。着替えや排せ
つの時間に余裕を持って関わることで焦ることなく一
人ひとりのペースで取り組めるよう配慮した。

クラス内で月齢差が大きく難しい部分もあったが、よ
り個々の発達に合わせ活動を行うように配慮し、そ
れぞれの得意なことに十分取り組めるよう留意する
事が出来た。

・各クラスの活動を全体でも把握しながら、職員間で情報
共有し活動することが出来ていた。

・引き続きクラスボードを活用し、早番～遅番への連絡ミス
がないようにした。またボードだけではなく日中と夕方の情
報をしっかりと伝えあい、職員が把握できるよう努めた。

・話し合いや会議を通して、園内の環境構成など意見を出
し合ったり、園児の様子、発育などを共有し、全職員が全
園児に対応できるよう心がけた。

総合
・少しずつ行事などやれることも復活し、今までの保育に感
染対策を講じて創意工夫しながら活動の幅を広げる事が
出来た。

・異年齢混合保育を行う意図や、制作活動での新しい取り
組みに関しては難しい部分があった。これからも相談しな
がら、より良い保育に向けて改善していきたいと思う。

ロビーファイブ
・クリスマスイベント（サンタクロース）

　・防災センターや管理事務所の方が周辺の修繕や
警備、不審者への対応など迅速に対応してくださっ
た。

連携園との交流
・ハロウィンイベントで幼児クラスと交流
・英語教室体験

各担当と施設長で話し合い、意見をまとめた。全体の達成度や評価に関しては施設長が総合的に判断した。
A　よくできている　　B　出来ている　　C　未達成


